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議会の傍聴について

新型コロナウイルスの感染状況により、議会の傍聴人数を
制限する場合がありますので、ご了承ください。

第３回定例会は６月

日㈫

日㈮

［午前９時～  一般質問等］から

［午前９時～  質疑・討論・採決等］
を予定しています。

６
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８名の議員が一般質問を行う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ P.5P.5
議会活動報告議会活動報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ P.16P.16
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新議員 12名の顔ぶれ決まる ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ P.2P.2

臨 時 会5月
令和５年

16 ページに
写真の説明があるよ

表紙の写真 議会集合写真議会集合写真
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神
川
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
初
め
て
、
臨
時

会
が
開
か
れ
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１
件
、
条
例
改
正
１
件
、
報
告
議
案
２
件
が
審
議

さ
れ
、
全
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
長
・
副
議
長
の
選
出
を
は
じ
め
、
委
員
会
等
の

構
成
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
監
査
委
員
（
議

会
選
出
）
も
同
意
し
ま
し
た
。
（
審
議
結
果
等
は
、

15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

　
な
お
、
議
会
構
成
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
　
議　
長　
　
　
　
　
　
柴
崎　
愛
子

　
　
副
議
長　
　
　
　
　
　
福
島　
康
弘

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
　
　
　
　
　
野
口　
弘
吉

　
　
副
委
員
長　
　
　
　
　
堀
川　
光
宣

　
　
委
員　
　
　
　
　
　
　
四
方
田
繁
男

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
隆
久

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
福
島　
康
弘　
　
　

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本　
貴
佳

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
　
　
　
　
　
新
井　
太
一

　
　
副
委
員
長　
　
　
　
　
川
浦　
雅
子

　
　
委
員　
　
　
　
　
　
　
剣
持
真
菜
美

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
赤
羽
奈
保
子

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
落
合　
周
一　
　
　

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
柴
崎　
愛
子

議
会
運
営
委
員
会

　
　
委
員
長　
　
　
　
　
　
赤
羽
奈
保
子

　
　
副
委
員
長　
　
　
　
　
四
方
田
繁
男

　
　
委
員　
　
　
　
　
　
　
新
井　
太
一

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
野
口　
弘
吉

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
落
合　
周
一

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
崎　
愛
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島　
康
弘

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
方
田
繁
男

住みよい神川町を目指します

やる気！本気！根気！
　この度、議員各位のご推挙をいただき議長の要職に就かせてい
ただくことになりました。その責任の重さに身が引き締まる思い
です。
　私たち議員は、多様化する住民のニーズに応えられるよう、地
域住民の声に耳を傾け、その課題に真正面から取り組んでいくこ
とが、地域住民の皆様の付託に応えることに繋がると考えます。
12名の議員が一つになって、神川町が抱える多くの問題をより良
い方向に進められるよう努力してまいります。
　皆様のご支援、ご協力を心よりお願い申し上げます。

柴崎　愛子 議長
1954/８/24　
農業　
無所属　当選４回
神川町大字新里1852番地

新議長

議長就任あいさつ

是々非々
　この度、議員皆様方の温かいご推挙によりまして、副議長の要
職に就任させていただくことになり、その責任の重大さに身の引
き締まる思いです。
　大変、微力ではございますが、議長を補佐し、『是々非々』の
精神で行動発言するとともに、神川町発展のために全力で取り組
みます。また、町民の皆様から信頼される議会を目指し、皆様と
ともに頑張りたいと思います。
　今後とも、町民皆様の暖かいご支援、ご指導をお願い申し上げ
まして、就任の挨拶とさせていただきます。

福島　康弘 副議長
1965/８/19　
会社員　
無所属　当選３回
神川町大字肥土592番地11

新副議長

副議長就任あいさつ

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
落
合　
周
一　
　
　

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
福
島　
康
弘　
　
　

　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
　
福
島　
康
弘　
　
　新正副議長紹介

５月臨時会
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地域の皆さまとともに
10名の新議員紹介

剣持 真菜美 議員

　私らしさを活かしながら、
魅力ある町づくりに貢献し
たいと思います。

神川町をブラッシュアップ

1983/1/1 自営業
無所属　当選１回
神川町大字新里2333番地

四方田 繁男 議員

　子どもから高齢者の方の
声を聞き、魅力ある住みよ
い町づくりをしていく。

つながる町 豊かな町
ユニークな町

1971/5/23 会社役員
無所属　当選２回
神川町大字下阿久原884番地3

川浦　雅子 議員

　物価高騰から命と暮らし
を守る政治を！公約実現に
頑張ります。

子育ても､老後も安心の町に!

1962/11/6 無職
日本共産党　当選３回
神川町大字肥土494番地

坂本　貴佳 議員

　初心を忘れず、神川町の
諸問題解決に向け邁進致し
ます。

３期の経験を活かし
頑張ります

1951/4/29 農業
無所属　当選３回
神川町大字四軒在家241番地1

赤羽 奈保子 議員

　初心を忘れず、町民の皆
様の声を形にできるよう、
頑張ります。

神川町の未来に全力！

1967/11/11  介護福祉士
公明党　当選４回
神川町大字元原86番地8

新井　太一 議員

　住みやすく魅力ある町づ
くりを目標に全力で取り組
んでまいります。

いち早く!!軽快に提案!!

1981/5/3 会社員
無所属　当選２回
神川町大字下阿久原819番地2

田中　隆久 議員

　町民の皆様の声を、町政
に反映させて行きたいと思
います。

輝けるまちづくりに
取り組む

1955/8/8 自営業
無所属　当選２回
神川町大字池田102番地3

野口　弘吉 議員

　日頃の皆様の声援にこた
えるため、全身全霊で頑張
ります。

切磋琢磨し、
輝くまちづくりを！

1961/8/22 運送業
無所属　当選３回
神川町大字下阿久原317番地

堀川　光宣 議員

　今までに培った経験を活
かし、一つ一つの課題に有
言実行致します。

『住みたい神川町』を
目指して

1950/7/16 造園業
無所属　当選３回
神川町大字中新里84番地1

落合　周一 議員

　住民に寄り添い、コミュ
ニティ　絆を大切にして神
川の元気を取り戻します。

住み続けたい町にするために

1948/5/1 無職
無所属　当選５回
神川町大字関口97番地3
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３３３ 月月月 定定定 例例例 会会会

　令和５年第１回神川町議会定例会は、３月３日から16日までの14日間の会期で開かれ、町政に対する一般質
問が行われたほか、町長から提案された令和５年度一般会計及び特別会計当初予算８件や、補正予算９件をは
じめ、条例の改正や廃止13件、人事案件等４件の計34件の案件が審議され、原案どおり可決・同意・承認され
ました。
　なお、議員提案の２件を可決し、陳情書２件は採択といたしました。
また、一般質問は３月３日に行われ、８名の議員が町長をはじめ町当局の考えについて、下表のとおり質問し
ました。

※一般質問とは、議員が町の現在の施策、将来の考え方や説明を町長などに求め、
　町民のための適切な町政運営を行っているかチェックするものです。
※３月定例会の一般質問の全文は、議会事務局の会議録で閲覧することが出来ます。
　また、町ホームページでも６月上旬から閲覧出来ます。

質　問　者 質　問　事　項 質　問　要　旨 掲載頁
柴崎　愛子 １．令和５年度予算と公約､

　　　政治姿勢について
１．町長の考える重要施策と当初予算計上について

５
２．広報かみかわについて １．住民への適切な周知啓発について

川浦　雅子 １．保育士配置基準に
　　ついて

１．乳幼児期の発達を保障する専門性の高い保育士
　　の配置について

６２．住民参加の町政に
　　ついて

１．町民参画について

３．神川町の教育に
　　ついて

１．学校教育充実への取組について

新井　太一 １．動物の愛護及び飼い主
　　のいない猫について

１．さくらねこTNR( 地域猫活動 )の推進について ７

四方田繁男 １．人口減少対策について １．町長の考える具体的な対策について
８

２．高齢化対策について １．高齢者の見守りと認知症対策について

坂本　貴佳 １．農業特産品の課題
　　と対策について

１．特産品の梨の剪定枝処分と指導について ９

赤羽奈保子 １．AYA世代への支援
　　について

１．AYA世代 (思春期・若年成人 )のがん患者へ
　　の支援について 10

２．子育て支援について １．切れ目のない子育て支援について
田中　隆久 １．町の土地利用と企業

　　誘致について
１．土地利用計画の調整及び企業誘致による町内
　　産業の発展について

11２．町立小中学校児童・
　　生徒の不登校の状況
　　とその対応について

１．町の現状及び今後の取組について

福島　康弘 １．令和５年度予算編成
　　について

１． 一年を経過して、今後の重点施策の進め方に
　   ついて 12
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

令
和
５
年
度
予
算
と
公
約
、
政
治
姿
勢

◆
町
長
の
考
え
る

　
　
重
要
施
策
と
予
算
と
は

昨
年
２
月
５
日
に
就
任
後
、
既
に

４
回
の
議
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
議

員
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
は
、
「
国

や
県
、
周
辺
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
」
ま
た
は
「
県
内
他
市
町

村
の
動
向
を
踏
ま
え
」
や
「
国
や
埼

玉
県
の
動
向
も
注
視
し
」
等
の
言
葉

を
３
月
、
６
月
、
９
月
と
３
回
の
議

会
で
９
回
使
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
「
現
状
と
課
題
を
把
握
で

き
て
い
な
い
」
ま
た
「
内
容
に
つ
い

て
は
十
分
把
握
し
て
い
な
い
」
さ
ら

に
「
状
況
が
把
握
で
き
て
い
な
い
」

等
の
言
葉
で
、
町
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

分
か
り
に
く
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　
町
長
が
進
め
よ
う
と
す
る
ま
ち
づ

く
り
は
、
新
年
度
予
算
に
ど
の
よ
う

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
明
確
に

お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

町
長

﹁
魅
力
あ
る

  

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す｣　
　

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
重
要
施

策
は
︑｢

安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
﹂
と

し
て
︑
幼
稚
園
・
保
育
所
の
給
食
費

の
無
償
化
と
︑
神
川
在
住
で
町
外
幼

稚
園
等
に
通
う
子
ど
も
へ
の
給
食
費

補
助
を
実
施
し
ま
す
︒

　
ま
た
︑
﹁
健
康
で
心
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
﹂
と
し
て
︑
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
補
助
や
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
跡
地
に
︑
町
民
の
健
康
づ

く
り
に
活
用
で
き
る
施
設
を
整
備
す

る
と
と
も
に
︑
様
々
な
新
規
事
業
や

継
続
し
て
実
施
す
る
事
業
予
算
を
計

上
し
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
︒

広
報
か
み
か
わ

◆
町
民
へ
の

　
適
切
な
周
知
啓
発
を
問
う

　
　

　
町
で
は
、
広
報
紙
等
作
成
す
る
う

え
で
、
紙
面
の
内
容
や
割
り
付
け
を
、

ど
の
よ
う
な
手
順
で
決
め
ら
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
４
年
10
月
か
ら
、
広
報
か
み

か
わ
に
今
ま
で
に
は
無
か
っ
た
か
み

か
わ
町
長
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
に
『
神
川
町
長　
櫻

澤
晃
』
と
大
き
く
文
字
が
書
い
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
11
月
号
以
降
は
、

似
顔
絵
と
「
神
川
町
長　
櫻
澤
晃
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
こ
の
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
た
の
で
、

調
べ
て
み
ま
す
と
、
「
松
前
町
職
員

倫
理
条
例
」
、
「
横
浜
市
の
政
治
的

中
立
性
の
確
保
に
つ
い
て
」
、
ま
た
、

大
阪
市
で
は
、
市
長
等
の
顔
写
真
、

似
顔
絵
、
そ
の
他
の
図
画
ま
た
は
氏

名
を
用
い
る
こ
と
と
な
る
広
報
活
動

に
つ
い
て
、
一
定
の
制
限
を
か
け
る

こ
と
と
す
る
文
面
を
見
ま
し
た
。
町

で
は
、
行
政
の
中
立
性
を
ど
の
よ
う

に
理
解
し
広
報
紙
を
発
行
し
て
い
る

の
か
。

　
さ
ら
に
、
町
長
似
顔
絵
の
掲
載
基

準
及
び
目
的
と
具
体
的
な
成
果
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　

  

町
長

「
町
長
、
自
ら
も

　
町
民
の
皆
様
に
情
報
発
信
が

　
　  

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
紙
面
作
成
は
︑
町
が
実
施
す
る
業

務
の
う
ち
町
民
の
皆
様
に
影
響
が
大

き
い
も
の
や
申
請
が
必
要
な
業
務
を

適
切
な
時
期
に
伝
え
る
こ
と
を
第
一

に
優
先
し
︑
そ
の
後
︑
国
や
県
な
ど

か
ら
依
頼
さ
れ
た
記
事
の
割
り
付
け

を
し
て
い
ま
す
︒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
長
コ
ラ
ム
は
︑
他
自
治
体
の
動

向
な
ど
を
踏
ま
え
て
︑
町
長
︑
自
ら

町
民
の
皆
様
に
情
報
発
信
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
連
載
し
て
い
ま
す
︒　
　
　
　

　
似
顔
絵
の
掲
載
基
準
は
特
に
定
め

て
い
ま
せ
ん
が
︑
他
自
治
体
広
報
や

議
会
だ
よ
り
な
ど
と
同
様
と
考
え
て

い
ま
す
︒

　
ま
た
︑
特
定
の
事
業
者
や
団
体
・

特
定
の
個
人
だ
け
の
た
め
の
記
事
と

な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
︒

　
似
顔
絵
を
掲
載
し
た
の
は
︑
町
民

の
皆
様
に
親
し
み
や
行
政
へ
の
関

心
・
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒
具
体
的
な

成
果
は
︑
調
査
等
を
し
て
い
な
い
た

め
︑
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
︒

柴
崎
愛
子
議
員

答
え

答
え
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

保
育
士
配
置
基
準

◆
保
育
士
の
確
保
と
定
着
を

保
育
士
の
処
遇
改
善
と
正
規
保
育

士
増
員
へ
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
ま
た
、
不
適
切
保
育
等
の
防
止
策
、

災
害
時
に
子
ど
も
の
命
と
安
全
を
守

る
た
め
の
計
画
や
訓
練
の
取
組
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
処
遇
改
善
・
職
員
配
置
な
ど
の

　
　
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
」

　
保
育
現
場
の
要
望
や
ク
ラ
ス
の
実

情
に
合
わ
せ
て
︑
ク
ラ
ス
に
保
育
士

を
複
数
人
配
置
す
る
等
︑
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
に
目
が
行
き
届
く
よ
う

保
育
士
を
配
置
し
︑
結
果
と
し
て
保

育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
︒　

　
ま
た
︑
不
適
切
保
育
が
生
じ
な
い

よ
う
に
複
数
人
の
保
育
士
を
配
置
す

る
等
の
対
策
を
講
じ
︑
引
き
続
き
防

止
に
努
め
ま
す
︒

　
災
害
に
は
︑
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

各
保
育
所
で
作
成
し
︑
避
難
訓
練
は

月
１
回
実
施
し
︑
全
職
員
が
実
践
的

な
対
応
能
力
を
養
っ
て
い
ま
す
︒

住
民
参
加
の
町
政

◆
あ
き
ら
め
や
無
関
心
に

　
　
　
な
ら
な
い
町
政
と
は

　
住
民
か
ら
”
長
続
き
し
な
い
、
思

い
付
き
の
町
政
“
と
い
う
意
見
や
、　

”
若
い
人
の
意
見
を
取
り
上
げ
て
ほ

し
い
“
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。

住
民
を
巻
き
込
め
る
取
組
を
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、
投
票
立
会
人
を
若
い
方
に

広
げ
る
等
、
投
票
率
向
上
の
施
策
を

伺
い
ま
す
。

「
町
民
の
意
見
・
提
言
を

町
政
運
営
の
参
考
に
し
ま
す
」

　
　
　
　

町
長

　
﹁
広
報
か
み
か
わ
﹂
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︑
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
情
報
発
信

と
︑
﹁
か
み
か
わ
ま
ち
づ
く
り
通

信
﹂
︑
町
長
へ
の
手
紙
︑
ま
ち
づ
く

り
提
案
箱
等
の
取
組
を
実
施
し
︑
町

民
の
意
見
を
町
政
運
営
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　
投
票
立
会
人
は
投
票
事
務
の
執
行

に
立
会
い
︑
投
票
が
公
正
に
行
わ
れ

る
よ
う
監
視
す
る
役
目
が
あ
り
ま
す
︒

携
帯
電
話
等
の
使
用
も
で
き
ず
︑
長

時
間
の
行
動
制
限
等
に
な
り
難
し
い

現
状
で
す
が
︑
若
い
世
代
の
選
挙
へ

の
参
加
啓
発
活
動
を
推
進
し
︑
投
票

率
向
上
に
努
め
ま
す
︒

　
　
　
　

教
育
長

　
中
学
生
議
会
の
ほ
か
に
は
︑
小
学

３
・
４
年
生
の
社
会
科
で
地
域
を
学

び
︑
ま
た
︑
中
学
生
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
は
︑
若
い
世
代
が
町
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
体
験
が
で
き

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
ま

す
︒

神
川
町
の
教
育

◆
住
民
の
声
を
聴
い
て
ほ
し
い

　
小
学
校
の
統
廃
合
に
関
し
て
、
子

ど
も
の
個
性
を
生
か
し
、
一
人
ひ
と

り
が
認
め
ら
れ
る
学
校
を
、
保
護
者

や
子
ど
も
は
求
め
て
い
ま
す
。
小
さ

く
て
も
温
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
子

ど
も
達
に
は
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　
ま
た
、
国
の
計
画
に
基
づ
き
学
校

図
書
整
備
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
計

画
的
な
図
書
の
更
新
を
実
施
し
て
い

ま
す
か
。

　
　
　
　

教
育
長

「
子
ど
も
達
の
人
生
の
た
め
に｣

　
意
見
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
︑

聞
き
な
が
ら
限
ら
れ
た
人
口
の
な
か

で
子
ど
も
達
の
成
長
の
た
め
に
︑
こ

れ
か
ら
先
に
求
め
ら
れ
る
力
が
︑
学

習
指
導
要
領
の
な
か
に
詰
ま
っ
て
い

ま
す
か
ら
︑
そ
の
授
業
を
や
り
︑
お

互
い
の
意
見
交
換
や
協
働
学
習
が
で

き
る
ユ
ニ
ッ
ト
学
習
を
広
げ
︑
子
ど

も
達
の
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
で
︑

特
色
は
十
分
に
出
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
︒

　
学
校
図
書
は
︑
司
書
が
い
ま
す
が
︑

本
の
貸
し
出
し
や
並
べ
方
等
︑
こ
れ

か
ら
工
夫
は
必
要
で
︑
図
書
館
の
あ

り
方
も
含
め
た
研
究
を
し
ま
す
︒

川
浦
雅
子
議
員

答
え

答
え

答
え

答
え

答
え
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

動
物
の
愛
護
及
び
飼
い
主
の
い
な
い
猫

◆
早
期
に
体
制
見
直
し
を
！

　
町
内
で
は
、
車
に
ひ
か
れ
て
い
る

猫
や
老
朽
化
し
た
空
き
家
な
ど
に
す

み
つ
く
猫
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

　
地
域
で
取
り
組
む
活
動
は
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
に
対
し
、
繁
殖
に
よ

る
不
幸
な
猫
の
増
加
を
防
ぎ
、
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
発
情
期
の
猫
の
鳴
き

声
や
ふ
ん
尿
被
害
を
減
ら
し
、
『
地

域
の
猫
、
さ
く
ら
ね
こ
』
と
し
て
、

一
代
限
り
の
命
を
全
う
さ
せ
、
猫
に

関
わ
る
苦
情
や
社
会
問
題
に
も
な
っ

て
い
る
殺
処
分
数
の
減
少
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

　
町
の
地
域
猫
事
業
は
、
住
民
か
ら

の
問
合
せ
後
の
手
続
き
に
非
常
に
手

間
と
時
間
・
労
力
な
ど
の
負
担
が
住

民
に
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
、
環
境
衛
生
、
ま
た
小

さ
な
命
の
大
切
さ
な
ど
、
猫
に
対
し

て
の
根
本
的
な
考
え
方
、
接
し
方
、

ま
た
、
地
域
猫
と
し
て
地
域
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
な
る
よ
う
、
町

が
先
導
し
て
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
実
態
調
査
を
行
い
、
捕
獲
、
手
術

ま
で
の
代
行
な
ど
、
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
事
業
の
仕

組
み
や
周
知
方
法
の
見
直
し
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
併
せ
て
、
町
の
地
域
猫
に
対
す
る

事
業
実
績
も
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

﹁
新
た
な
仕
組
み
と
周
知
啓
発
、

　
　
適
正
指
導
も
行
い
ま
す
」

　
町
で
は
︑
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

繁
殖
等
に
よ
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
︑
公
益
財
団
法
人
動

物
基
金
の
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手

術
事
業
の
行
政
枠
を
利
用
し
︑
令
和

２
年
度
よ
り
︑
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︑

町
︑
動
物
基
金
︑
協
力
病
院
と
協
働

し
︑
不
妊
手
術
に
よ
り
繁
殖
を
防
止

し
︑
そ
の
猫
一
代
限
り
の
命
を
全
う

さ
せ
︑
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
関
す

る
苦
情
や
殺
処
分
の
減
少
を
目
的
と

し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　
町
内
の
実
績
は
︑
令
和
２
年
度
の

事
業
開
始
か
ら
令
和
５
年
１
月
末
ま

で
に
︑
飼
い
主
の
い
な
い
猫
１
１
３

匹
の
不
妊
手
術
が
行
わ
れ
︑
手
術
後
︑

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
ご
協
力

に
よ
り
︑
地
域
猫
と
し
て
育
て
ら
れ

て
い
ま
す
︒

　
現
在
の
事
業
の
流
れ
は
︑
町
か
ら

無
料
不
妊
手
術
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
後
︑

猫
の
捕
獲
や
協
力
病
院
へ
の
送
迎
︑

不
妊
手
術
後
の
餌
や
り
な
ど
は
︑
日

頃
一
番
身
近
で
世
話
を
さ
れ
て
い
る

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
行
っ
て

い
ま
す
︒

　
な
お
︑
高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り
︑

猫
の
捕
獲
や
協
力
病
院
ま
で
送
迎
が

困
難
な
場
合
は
︑
地
域
と
の
連
携
や

愛
護
団
体
等
の
協
力
が
い
た
だ
け
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
︒
引
き
続
き
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
よ
る
苦
情
や
殺

処
分
を
な
く
す
た
め
に
︑
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
に
よ
り
本
事
業
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
︑
適
正
な
指
導

を
行
っ
て
い
き
ま
す
︒

答
え

新
井
太
一
議
員

「猫の適正譲渡ガイドブック」（環境省）
 （https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_
data/pamph/h2806a/pdf/full.pdf）を加工して作成
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人
口
減
少
対
策

◆
町
長
の
公
約

「
人
口
減
少
対
策
」
の
柱
は

町
の
人
口
は
平
成
12
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
国
内
で

は
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
な
ど
の
大

都
市
圏
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
都
市
部
へ
の
一

極
化
が
進
む
一
方
そ
の
他
の
地
域
で

は
人
口
減
少
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
町
に
お
け
る

今
後
の
人
口
減
少
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
を
中
心
に
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
町
長
の
公
約
に
あ
る

「
人
口
減
少
対
策
」
の
柱
と
し
て
、

「
結
婚
支
援
事
業
の
積
極
的
な
取
り

入
れ
」
や
「
実
態
調
査
の
実
施
」
、

ま
た
「
出
会
い
の
場
の
確
保
・
提

供
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
実

施
状
況
や
そ
の
実
績
、
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　

町
長

﹁
地
域
の
特
性
を
生
か
し

長
期
的
な
取
組
を
進
め
ま
す
﹂

　
人
口
の
減
少
は
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
︑
町
に
と
っ
て
も
経

済
・
産
業
活
動
の
縮
小
︑
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
衰
退
な
ど
様
々
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
︒
高
齢
化
や

出
生
数
の
減
少
︑
経
済
動
向
や
住
環

境
︑
考
え
方
の
多
様
化
な
ど
様
々
な

要
因
が
複
雑
に
絡
む
な
か
︑
引
き
続

き
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
粘

り
強
く
長
期
的
な
視
点
で
取
組
を
進

め
て
い
き
ま
す
︒

　
結
婚
支
援
事
業
の
積
極
的
な
働
き

か
け
と
実
態
調
査
や
出
会
い
の
場
の

確
保
・
提
供
の
実
施
状
況
や
今
後
の

取
組
は
︑
住
居
費
や
引
っ
越
し
費
用

な
ど
の
一
部
を
補
助
す
る
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
や
児
玉
郡
市
・
大
里
郡

市
の
７
市
町
に
よ
る
北
部
地
域
地
方

創
生
推
進
協
議
会
で
も
結
婚
支
援
事

業
を
行
っ
て
お
り
︑
広
域
的
な
事
業

の
た
め
︑
市
町
単
独
開
催
と
比
べ
多

く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
︒

　
今
後
も
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し

町
民
の
結
婚
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま

す
︒

高
齢
化
対
策

◆
高
齢
者
行
方
不
明
者
の

　
　
　
　
　
　
早
期
発
見
を

　
見
守
り
シ
ー
ル
交
付
事
業
は
、
見

守
り
シ
ー
ル
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
印
刷

さ
れ
て
お
り
徘
徊
さ
れ
た
方
を
発
見

し
た
人
が
、
そ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
こ
と
で

家
族
等
と
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
事
業
で
す
。

こ
れ
は
徘
徊
時
の
発
見
を
目
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
事
業
で
す
が
、
町

長
の
公
約
に
あ
り
ま
す
「
高
齢
者
対

策
」
に
お
い
て
「
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
と
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
見
守

り
活
動
の
充
実
」
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
認
知
症
に
よ
る
高
齢
者
の
徘

徊
を
は
じ
め
高
齢
行
方
不
明
者
の
早

期
発
見
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
急
務
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
町
長

「
互
助
の
再
構
築
と

   

実
情
に
合
う
対
策
を
図
り
ま
す
」

　
高
齢
化
対
策
の
最
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
は
︑
社
会
情
勢
の
変
化
や
核
家

族
化
の
進
展
に
伴
い
今
後
独
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な

か
で
地
域
の
人
々
︑
友
人
︑
世
代
間

を
超
え
た
人
々
と
の
間
の
﹁
顔
の
見

え
る
﹂
支
え
合
い
に
よ
り
行
わ
れ
る

﹁
互
助
﹂
を
再
構
築
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
認
知
症
対
策
事
業
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
す
﹁
見
守
り
シ
ー
ル
交
付
事

業
﹂
は
︑
様
々
な
仕
組
み
の
な
か
か

ら
︑
神
川
町
の
実
情
に
合
っ
た
も
の

を
導
入
し
ま
し
た
︒

　
今
後
︑
行
政
サ
イ
ド
の
対
策
充
実

は
も
ち
ろ
ん
︑
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
民
間
事
業
者
と
の
連
携
も
深
め

な
が
ら
対
策
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
︒

四
方
田
　
繁
男
議
員

答
え

答
え
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

農
業
特
産
品
の
課
題
と
対
策

◆
ど
う
す
る
、
梨
の
剪
定
枝
処
分

　
寒
い
時
期
、
梨
栽
培
で
は
実
が
美

味
し
く
大
き
く
な
る
よ
う
に
剪
定
を

行
い
ま
す
。
剪
定
枝
は
近
隣
に
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
畑
等
で
の
焼
却
、

ま
た
は
、
機
械
で
チ
ッ
プ
に
し
て
処

分
し
ま
す
が
、
多
く
の
方
は
、
法
律

の
例
外
を
運
用
し
畑
で
焼
却
を
行
な

い
ま
す
。

　
最
近
悪
条
件
が
重
な
り
、
消
防
・

警
察
の
出
動
や
、
役
場
か
ら
の
焼
却

に
関
す
る
回
覧
を
見
て
、
梨
農
家
で

多
く
行
わ
れ
て
い
た
焼
却
を
躊
躇
し
、

作
業
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
政
部
門
で
は
有
効
な
片
付
手
段

を
考
え
指
導
す
る
事
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
、
特
産
品
の
梨
栽
培
農
家
の

存
続
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
、
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
過
去
の
剪
定
枝
の
処
分
で

は
、
機
械
購
入
を
補
助
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
耐
久
性
及
び
裁
断
音
等
の

問
題
か
ら
個
人
で
処
理
す
る
に
は
無

理
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
行
政
主
体
で
木
材
を
チ
ッ
プ
化
す

る
場
所
を
作
り
、
そ
の
チ
ッ
プ
で
体

に
優
し
い
遊
歩
道
を
整
備
し
て
は
ど

う
で
す
か
。
チ
ッ
プ
の
劣
化
か
ら
再

整
備
が
常
に
必
要
で
す
が
、
生
涯
学

習
の
町
神
川
と
し
て
の
知
名
度
向
上
、

特
産
品
で
あ
る
梨
の
剪
定
枝
等
を
町

の
活
性
化
材
料
と
す
る
事
を
検
討
出

来
な
い
か
、
町
の
お
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

町
長

﹁
住
環
境
等
に
留
意
し
焼
却
を
﹂

　
野
外
で
物
を
焼
却
す
る
行
為
は
︑

﹁
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
﹂
に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
︒
た
だ
し
︑
﹁
農
林
漁
業
を

営
む
た
め
の
や
む
を
得
な
い
焼
却
﹂

は
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　
し
か
し
︑
煙
な
ど
の
周
辺
住
環
境

へ
の
影
響
や
健
康
被
害
︑
飛
び
火
等

に
よ
る
火
災
の
懸
念
が
あ
る
場
合
は
︑

そ
の
焼
却
行
為
が
行
政
指
導
の
対
象

と
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
ま
た
︑｢

野
外
焼
却
は
原
則
禁
止｣

の
回
覧
は
︑
度
々
︑
苦
情
等
の
相
談

が
町
へ
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

例
外
の
対
応
を
示
し
た
上
で
︑
野
外

焼
却
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う

周
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
︒

　
農
業
者
へ
の
お
願
い
は
︑
近
隣
住

民
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
︑
梨
出
荷
組

合
連
合
会
の
会
議
等
で
︑
風
の
強
さ

な
ど
の
天
候
等

に
十
分
注
意
し
︑

焼
却
処
分
す
る

よ
う
お
願
い
し

て
い
ま
す
︒

　
利
活
用
方
法

と
し
て
︑
千
葉

県
鎌
ケ
谷
市
で

は
︑
８
年
ほ
ど

前
か
ら
﹁
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
推

進
協
議
会
﹂
を

設
置
し
︑
大
型

の
チ
ッ
パ
ー
の

購
入
に
よ
り
︑

市
内
１
４
０
軒

の
梨
農
家
が
協

力
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
︑
剪
定
枝

を
堆
肥
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
︑
畜
産

の
ふ
ん
尿
の
吸
着
剤
と
し
て
活
用
し

て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
が
︑
多
く

の
と
こ
ろ
で
は
焼
却
処
分
を
行
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
︒

　
今
後
も
梨
農
家
の
皆
様
と
話
合
い

の
な
か
で
︑
様
々
な
可
能
性
を
模
索

し
な
が
ら
︑
今
後
の
剪
定
枝
の
利
活

用
に
つ
い
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
︒

坂
本
貴
佳
議
員

答
え

「みどりの食料システム戦略について」(農林水産省 ) 
(https://www.maff .go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/

attach/pdf/index-112.pdf) を加工して作成
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
へ
の
支
援

◆
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
へ
の

　
　
　
　
　
支
援
の
拡
充
を

　
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
と
は
、
20
歳
か
ら
30

代
ま
で
の
世
代
を
指
し
、
小
児
に
後

発
す
る
が
ん
と
成
人
に
後
発
す
る
が

ん
、
と
も
に
発
症
す
る
年
代
で
も
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
世
代
に
は
公
的
支

援
が
整
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
に
は
子

育
て
真
っ
盛
り
の
方
も
多
く
、
子
ど

も
と
い
つ
ま
で
も
一
緒
に
い
た
い
な

ど
、
在
宅
で
の
終
末
期
療
養
を
希
望

し
て
い
る
方
が
６
割
以
上
い
る
そ
う

で
す
。

　
町
で
は
対
象
と
な
る
方
は
少
な
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の

が
ん
患
者
の
認
識
と
現
状
把
握
、
ま

た
、
支
援
拡
充
の
考
え
が
あ
る
か
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
関
係
機
関
と
連
携
支
援
体
制
の

　
　
　    

在
り
方
を
検
討
し
ま
す｣
　
　

　
２
０
１
８
年
の
埼
玉
県
が
ん
統
計

で
は
︑
乳
が
ん
︑
子
宮
が
ん
︑
大
腸

が
ん
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
︒

　
本
庄
保
健
所
管
内
及
び
神
川
町
に

お
け
る
個
別
の
統
計
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
ま
せ
ん
︒

　
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
の
支
援

は
︑
福
祉
的
・
介
護
的
な
支
援
の
全

国
の
取
組
例
が
少
な
く
︑
戸
田
市
が

令
和
５
年
度
か
ら
︑
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の

末
期
が
ん
患
者
を
対
象
と
し
た
支
援

を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
埼
玉
県
で
は
︑
２
０
１
９
年

９
月
に
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｙ
Ａ

世
代
支
援
チ
ー
ム
を
発
足
︑
困
り
事

や
悩
み
事
を
専
門
的
に
相
談
で
き
る

体
制
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
︒

町
で
も
︑
専
門
的
な
相
談
サ
ー
ビ
ス

窓
口
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
︑

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
︑
支
援
体

制
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
︒

子
育
て
支
援

◆
切
れ
目
の
な
い

　
　
子
育
て
支
援
の
取
組
は

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
で
、
全
市
町

村
が
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
で
は
、
伴
走
型
子
育
て
支
援

へ
の
取
組
が
始
ま
り
ま
す
。
全
て
の

妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
へ
の
一
体
的

な
支
援
体
制
に
向
け
て
、
町
の
現
状

や
取
組
を
伺
い
ま
す
。

　
相
談
す
る
人
や
頼
る
人
も
い
な
い
、

ひ
と
り
で
子
育
て
を
が
ん
ば
っ
て
い

る
マ
マ
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、

ド
ゥ
ー
ラ
の
育
成
や
導
入
な
ど
、
支

援
拡
充
を
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
子
育
て
支
援
の

  

　
　
　
拡
充
・
強
化
し
ま
す｣

　
町
で
は
︑
﹁
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
﹂
を
平
成
31
年
度
に
設

置
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
後
︑
﹁
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
﹂
を
︑
令
和

３
年
度
に
設
置
し
︑
妊
産
婦
︑
子
育

て
世
帯
︑
要
支
援
児
童
及
び
要
保
護

児
童
等
へ
の
相
談
・
支
援
等
を
行
い
︑

妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　
今
回
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
︑
﹁
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
﹂
の

設
置
が
努
力
義
務
と
さ
れ
ま
し
た
︒

﹁
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
﹂
は
︑
既

に
設
置
済
み
の
﹁
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
﹂
の
機
能
を
維
持
し
た
う

え
で
︑
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充

実
・
強
化
を
図
る
も
の
で
す
︒

　
今
後
は
︑
設
置
に
向
け
て
︑
サ
ポ

ー
ト
プ
ラ
ン
作
成
を
担
う
人
材
の
確

保
等
︑
課
題
を
整
理
し
︑
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
︒

　
ま
た
︑
﹁
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
﹂
育
成

の
妊
産
婦
支
援
と
し
て
︑
町
で
は
︑

﹁
神
川
版
ネ
ウ
ボ
ラ
﹂
の
枠
組
み
の

な
か
で
︑
産
前
・
産
後
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
実
施
し
な
が
ら
︑
子
育

て
相
談
窓
口
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
︒

答
え

答
え

赤
羽
　
奈
保
子
議
員
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一 般 質 問

かみかわ町議会だより

町
の
土
地
利
用
と
企
業
誘
致

◆
企
業
誘
致
と

　
　
　
産
業
発
展
の
取
組
を

　
第
２
次
総
合
計
画
で
は
、
町
内
に

企
業
誘
致
促
進
エ
リ
ア
と
し
て
３
地

区
を
指
定
し
、
一
体
利
用
促
進
エ
リ

ア
で
は
、
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス

完
成
後
の
産
業
発
展
を
見
込
ん
だ
土

地
利
用
構
想
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
優
良
農
地
か
ら
大
規
模
な
用
地
を

転
用
す
る
た
め
に
は
、
法
律
と
の
調

整
が
数
年
単
位
で
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
若
者
流
出
や
人
口
増
加
対
策
と
し

て
は
、
多
く
の
雇
用
者
を
必
要
と
す

る
製
造
業
な
ど
の
誘
致
に
よ
る
働
く

場
所
の
確
保
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
現
在
の
状
況
や
、
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
考
え
な
の
か
、
ま
た
、

町
長
の
企
業
誘
致
に
よ
る
町
内
産
業

の
発
展
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

考
え
な
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
企
業
誘
致
を
進
め

　
産
業
の
発
展
を
図
り
ま
す｣　
　

　
一
体
利
用
促
進
エ
リ
ア
を
生
か
す

た
め
の
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
は
︑

建
設
促
進
に
向
け
て
毎
年
県
へ
要
望

を
し
て
い
ま
す
︒

　
農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
等
は
︑

具
体
的
な
道
路
事
業
計
画
等
が
必
須

で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
現
段
階
で
は
進

め
て
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ
り
ま
す
︒

　
ま
た
︑
企
業
誘
致
に
よ
る
町
内
産

業
の
発
展
は
︑
地
震
や
風
水
害
な
ど

の
災
害
が
少
な
い
こ
と
や
高
速
道
路

な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
の
強
み
を
生
か
し
︑
企
業

誘
致
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

企
業
誘
致
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
︑

農
業
だ
け
で
な
く
︑
商
工
業
の
発
展

も
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

町
立
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の

　
　
　
不
登
校
の
状
況
と
そ
の
対
応

◆
児
童
・
生
徒
へ
の

　
　
　
　
　
適
切
な
対
応
を

　
文
部
科
学
省
に
よ
る
令
和
３
年
度

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等

生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調

査
で
は
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
長

期
欠
席
者
の
う
ち
不
登
校
児
童
生
徒

数
は
24
万
４
、
９
４
０
人
過
去
最
多

と
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
小
中
学
校
の
不
登
校
の
状
況

は
、
令
和
３
年
度
は
17
人
、
令
和
４

年
度
が
23
人
と
、
全
国
と
同
じ
く
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
学
校
生
活
で
早
期
に
情
報
を
察
知

す
る
こ
と
や
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

体
制
を
整
え
る
な
ど
、
不
登
校
に
な

る
前
に
対
応
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
の
対
策

と
今
後
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す

る
学
力
支
援
の
現
状
や
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
を
活
用
し
た
支
援
の
状
況
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

教
育
長

「
児
童
生
徒
の
主
体
的
な

  

取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す｣

　
不
登
校
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
学

習
の
つ
ま
ず
き
や
︑
そ
の
解
消
の
た

め
に
︑
分
か
り
や
す
い
授
業
づ
く
り

の
校
内
研
修
を
行
い
ま
し
た
︒

　
ま
た
︑
不
登
校
の
多
様
な
要
因
や

背
景
を
調
べ
︑
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
︑
町
部
局
や
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
︒

　
今
後
も
︑
﹁
学
校
に
登
校
す
る
﹂

と
い
う
結
果
の
み
を
目
標
に
す
る
の

で
は
な
く
︑
児
童
生
徒
が
自
ら
の
進

路
を
主
体
的
に
捉
え
︑
社
会
的
に
自

立
す
る
方
向
を
目
指
せ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
︒

　
学
力
支
援
は
︑
担
任
が
週
に
一
度
︑

家
庭
訪
問
の
際
に
課
題
を
渡
し
︑
そ

の
児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
対
応

を
し
て
い
ま
す
︒

　
ま
た
︑
ク
ラ
ス
の
様
子
も
知
り
た

い
児
童
生
徒
へ
は
︑
授
業
の
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
︒

　
町
独
自
の
取
組
は
︑
家
庭
子
供
相

談
員
を
二
人
配
置
し
︑
保
護
者
と
の

連
携
や
家
庭
訪
問
︑
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
方
法
︑
食
糧
支
援
な
ど
に
対
応

し
て
い
ま
す
︒

　
今
後
も
不
登
校
児
童
生
徒
に
寄
り

添
い
な
が
ら
︑
他
校
で
の
成
功
例
な

ど
も
参
考
に
し
て
︑
様
々
な
取
組
を

し
て
い
き
ま
す
︒

田
中
隆
久
議
員

答
え

答
え
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令
和
５
年
度
予
算
編
成

◆
活
気
を
取
り
戻
す

　
　
　
　
　
　
課
題
研
究
は

　
町
長
が
昨
年
２
月
に
就
任
さ
れ
１

年
が
経
ち
ま
し
た
。
町
長
と
し
て
、

こ
の
１
年
間
を
振
り
返
り
、
ご
自
身

の
町
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
５
年
度
予
算
は
実
質
的
に
、

櫻
澤
町
長
が
編
成
す
る
初
の
予
算
で

す
が
、
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
ど

の
よ
う
な
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
の
か

伺
い
ま
す
。

　
町
長
は
、
選
挙
の
際
、
『
町
に
は

活
気
が
な
く
、
こ
こ
数
十
年
は
課
題

が
あ
っ
て
も
深
く
研
究
す
る
こ
と
が

欠
け
て
い
た
。
』
と
発
言
し
て
い
ま

し
た
が
、
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の

取
組
や
課
題
を
研
究
し
て
い
く
取
組

と
し
て
、
予
算
計
上
に
か
か
わ
ら
ず
、

今
年
度
か
ら
準
備
し
て
い
る
取
組
な

ど
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
来
年
度

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
ま
た
、
様
々
な
取
組
を
進
め
る
上

で
、
財
源
確
保
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

歳
入
確
保
や
支
出
削
減
な
ど
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
デ
マ
ン
ド
交
通
や

新
技
術
の
活
用
に
取
り
組
み
ま
す｣

　
昨
年
２
月
に
町
長
と
し
て
就
任
以

来
︑
約
１
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
︑

子
育
て
モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
証
明

書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
︑
新
た

な
地
域
振
興
の
拠
題
は
︑
何
か
一
つ

取
組
を
実
施
す
る
こ
と
で
解
決
す
る

も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
︒
引
き
続

き
様
々
な
事
業
の
実
施
を
通
し
て
︑

課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
︒
令
和

５
年
度
予
算
に
盛
り
込
ん
だ
新
規
事

業
で
は
︑
幼
保
の
統
合
を
見
据
え
た

神
川
幼
稚
園
の
施
設
状
況
調
査
と
基

本
設
計
︑
地
域
産
業
支
援
と
し
て
︑

特
産
品
開
発
や
起
業
へ
の
補
助
事
業
︑

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業
補
助
を
活

用
し
︑
複
数
の
大
字
が
希
望
し
た
備

品
を
整
備
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
助
成
事
業
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
︒

　
ま
た
︑
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の

取
組
や
課
題
を
研
究
し
て
い
く
取
組

と
し
て
︑
運
転
免
許
を
持
た
な
い
高

齢
者
な
ど
が
自
由
に
移
動
で
き
る
こ

と
を
目
指
し
て
︑
デ
マ
ン
ド
交
通
の

導
入
を
検
討
す
る
た
め
の
事
業
を
令

和
５
年
度
予
算
で
新
た
に
計
上
し
て

い
ま
す
︒

　
さ
ら
に
︑
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

配
送
等
を
行
う
新
ス
マ
ー
ト
物
流
の

実
証
実
験
を
令
和
４
年
度
実
施
し
︑

ど
の
よ
う
な
活
用
が
で
き
る
か
民
間

事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
予
定
で
す
︒

　
財
源
の
確
保
は
︑
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
と

考
え
︑
後
年
度
に
地
方
交
付
税
措
置

が
行
わ
れ
る
過
疎
債
を
は
じ
め
と
し

た
町
に
と
っ
て
有
利
な
地
方
債
を
活

用
し
︑
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
︒

　
引
き
続
き
︑
町
税
収
納
率
の
向
上

や
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
収

入
の
向
上
な
ど
︑
自
主
財
源
の
確

保
・
充
実
に
努
め
ま
す
︒

福
島
康
弘
議
員

答
え

多目的交流施設と城峯公園間の
ドローンを活用した新スマート物流の実証実験
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議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町 

長 

提 

出 

議 

案

令和４年度神川町一般会計補正予算（第８号）
　物価高騰の影響が継続するなか、農業災害特別措置事業補助金やコロナワクチン個別
接種委託料の減額など。歳入歳出各１億３，５３２万１千円を減額し、補正後総額を歳
入歳出各６７億９００万２千円とする。

△

令和４年度神川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　歳入歳出各１億１，６５８万４千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各１７億３，７
８４万２千円とする。

◯

令和４年度神川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号)
　歳入歳出各５１２万３千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各１億６，１８６万１千
円とする。

◯

令和４年度神川町介護保険特別会計補正予算（第３号)
　歳入歳出各２，２７０万７千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各１２億４，２９３
万６千円とする。

◯

令和４年度神川町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
　歳入歳出各１１３万円を追加し、補正後総額を歳入歳出各１７億３，８９７万２千円
とする。

◯

令和４年度神川町営バス事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出各１１６万３千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各９３０万１千円とす
る。

◯

令和４年度神川町観光事業特別会計補正予算（第３号)
　歳入歳出各４０５万９千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各２，２２８万３千円と
する。

◯

令和４年度神川町下水道事業会計補正予算（第２号）
　第３条の下水道事業収益的支出の予定額を１億２，３２３万７千円とする。 ◯

令和５年度神川町一般会計予算
　肥土・小浜地内の町道5180号線の改良工事や旧神泉総合支所及び旧ステラ神泉の解体
設計費用など。予算の総額を歳入歳出それぞれ５７億８，７００万円と定める。

△

令和５年度神川町国民健康保険特別会計予算
　予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億３，８８７万５千円と定める。 △

令和５年度神川町後期高齢者医療特別会計予算
　予算の総額を歳入歳出それぞれ１億６，２９１万９千円と定める。 △

令和５年度神川町介護保険特別会計予算
　予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億２，２３０万１千円と定める。 △

令和５年度神川町営バス事業特別会計予算
　予算の総額を歳入歳出それぞれ１，０３５万３千円と定める。 ◯

令和５年度神川町観光事業特別会計予算
　予算の総額を歳入歳出それぞれ１，０１３万５千円と定める。 ◯

令和５年度神川町水道事業会計予算
　第３条予算の水道事業収益を３億１，２２６万５千円、水道事業費用を３億４９０万
５千円と定め、第４条予算の資本的収入を１，４１３万６千円、資本的支出を８，８７
１万６千円と定める。

◯

令和５年度神川町下水道事業会計予算
　第３条予算の水道事業収益を１億４，５０３万５千円、事業費用を１億２，５３８万
２千円と定め、第４条予算の資本的収入を２，１３６万円、資本的支出を８，８９４万
５千円と定める。 

◯

令和５年度神川町一般会計補正予算（第１号）
　新型コロナウイルス予防接種健康被害給付費の増額。歳入歳出各４，４５０万円を追
加し、補正後総額を歳入歳出各５８億３，１５０万円とする。

◯

３月定例会議案一覧及び審議結果「予算」３月定例会議案一覧及び審議結果「予算」

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決)
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議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町 

長 

提 

出 

議 

案

給食費無償化に伴う関係条例の整備に関する条例
　給食費の無償化のため、関係する条例を整備する。 ◯
民法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
　民法等の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正を行う。 ◯
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例
　児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴い、所要の改正を行う。 ◯
神川町総合支所設置条例の一部を改正する条例
　神川町総合支所の移転に伴い、所要の改正を行う。 ◯
神川町営バス条例の一部を改正する条例
　令和５年４月の神泉総合支所の移転に伴い、所要の改正を行う。 ◯
神川町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例
　休憩時間制度の柔軟化に伴う人事院規則の一部改正に伴い、所要の改正を行う。 ◯
神川町Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例
　神川町Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールを廃止し、所要の改正を行う。 ◯
神川町国民健康保険条例の一部を改正する条例
　健康保険法施行令の一部改正に伴い、所要の改正を行う。 ◯
神川町営矢納フィッシングパーク条例の一部を改正する条例
　施設の名称を変更するため、所要の改正を行う。 ◯
神川町多目的交流施設設置条例の一部を改正する条例
　神川町多目的交流施設の整備に伴い、所要の改正を行う。 ◯
神川町自転車等放置防止条例の一部を改正する条例
　道路交通法の改正に伴い、所要の改正を行う。 ◯
神川町営冬桜の宿神泉条例を廃止する条例
　令和４年度末で、神川町営冬桜の宿神泉の運営を終了する。 ◯
神川町神泉定住促進センター条例を廃止する条例
　令和４年度末で、神川町神泉定住促進センターを廃止する。 ◯
専決処分の承認を求めることについて
　令和４年度神川町一般会計補正予算（第７号）を承認する。 ◯

陳
情
・
議
員
提
出
議
案

「建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民への周知と国民負担軽減措置を求める
国への意見書」陳情書
　総務経済常任委員会は「全会一致」で採択し、本会議も採択になりました。

◯

町道２２２４号線の舗装整備（有蓋側溝付）について
　総務経済常任委員会は「全会一致」で採択し、本会議も採択になりました。 ◯
神川町議会個人情報保護条例
　国の法令改正に伴い、新たに議会個人情報保護条例を制定する。 ◯
建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民への周知と国民負担軽減措置を求める国への意見書 ◯

３月定例会議案一覧及び審議結果｢条例・決議等｣３月定例会議案一覧及び審議結果｢条例・決議等｣

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決)

議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
　川野順也氏の任期満了（令和５年３月 17 日）に伴い、町長から再任することについて
推薦案が提出され、満場一致で同意されました。

◯

神川町が本庄市に委託する一般旅券の申請受理及び交付等に係る事務の変更について
　一般旅券の申請受理及び交付等の事務及び規約を変更する。 ◯
財産の無償貸付けについて
　神川町営冬桜の宿の無償貸付けを行う。＊注１ ◯

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

＊注１ 株式会社リフレッシュの森より財産の無償貸付けに対して辞退する旨の届け出があったことから､冬桜の宿
神泉は当面の間休館しています。

３月定例会議案一覧及び審議結果｢人事案件等｣３月定例会議案一覧及び審議結果｢人事案件等｣
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議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

令和５年度神川町一般会計補正予算（第２号）
　子育て世帯への臨時特別給付金事業７５２万２千円を歳入歳出それぞれに追加し、補
正後総額を歳入歳出各５８億３，９０４万２千円とする。

◯

神川町印鑑条例の一部を改正する条例
　デジタル社会の形成を図る関係法令の施行に伴い改正を行う。 △
専決処分の承認を求めることについて
　神川町税条例の一部改正を承認する。 ◯
専決処分の承認を求めることについて
　神川町国民健康保険税条例の一部改正を承認する。 ◯
監査委員の選任につき同意を求めることについて
　町長から選任案が提出され、四方田繁男氏を満場一致で同意した。 ◯

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

第２回臨時会　議案一覧及び審議結果第２回臨時会　議案一覧及び審議結果

議　案　名　称

議
決
等
の
結
果

１ 

四
方
田
繁
男

２ 

新
井　
太
一

３ 

田
中　
隆
久

４ 

川
浦　
雅
子

５ 

野
口　
弘
吉

６ 

坂
本　
貴
佳

７ 

清
水　
敏
信

８ 

堀
川　
光
宣

９ 
柴
崎　
愛
子

10 
福
島　
康
弘

11 

落
合　
周
一

12 

赤
羽
奈
保
子

町
長
提
出
議
案

令和４年度神川町一般会計補正予算
（第８号） 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度神川町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度神川町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度神川町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度神川町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

各議員の賛否の状況(全員賛成の議案等を除く)各議員の賛否の状況(全員賛成の議案等を除く)

〇 賛成　 　× 反対　　　― 清水敏信議長（議事進行）は採決に加わりません。

議　案　名　称

議
決
等
の
結
果

１ 

剣
持
真
菜
美

２ 

新
井　
太
一

３ 

四
方
田
繁
男

４ 

田
中　
隆
久

５ 

福
島　
康
弘

６ 

川
浦　
雅
子

７ 

野
口　
弘
吉

８ 

坂
本　
貴
佳

９ 

堀
川　
光
宣

10 

赤
羽
奈
保
子

11 

落
合　
周
一

12 

柴
崎　
愛
子

町
長
提
出
議
案

神川町印鑑条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ -

各議員の賛否の状況(全員賛成の議案等を除く)各議員の賛否の状況(全員賛成の議案等を除く)

〇 賛成　 　× 反対　　　― 柴崎愛子議長（議事進行）は採決に加わりません。
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かみかわ町議会だより

　スマホでＱＲコードを読み
込むと「町ＨＰから神川町議
会のページ」が閲覧できます。

９月定例会は、９月５日（火）から
開催予定です。 】【

議　会　活　動　報　告

　
　
事
務
局
職
員

　
　
坂
本　
貴
佳

　
　
川
浦　
雅
子

　
　
田
中　
隆
久

　
　
四
方
田
繁
男　

　
　
剣
持
真
菜
美

　
　
事
務
局
職
員

堀
川　
光
宣

赤
羽
奈
保
子

福
島　
康
弘

柴
崎　
愛
子

野
口　
弘
吉

新
井　
太
一

落
合　
周
一

スマホで議会！

総務経済常任委員会　陳情２件を採択
　３月８日（水）、執行部
から建設課職員の出席を求
め、現地では、陳情者立ち
会いのもと、熊野堂地区の
道路整備陳情書２件を慎重
に審査し、採決の結果、採
択といたしました。

連合審査会を開催
　２月１日（水）に、二つの常任委員会合同
の連合審議会として、小学校の統廃合につい
て教育長、担当課と意見交換を行い、様々

な意見や要望が
議員から出され、
活発に議論され
ました。

新規事業研修会を開催

　３月10日（金）、議場で、各課の担当者か
ら、令和５年度の200万円以上の新規事業を
中心に、事業内容の説明を受けました。
　議員からは、事業の目的や疑問などに対し
て質問があり、今後のまちづくりを検討して
いくうえで、大変有意義な研修となりました。

上下水道施設を視察研修
　２月28日（火）、上
下水道課施設に関する
視察研修を行いました。
新宿地区の上下水道課
施設でトイレ改修状況及び施設の説明を受け、
その後、渡瀬地区の下水道施設を視察、最後
に神泉地区の簡易浄水場を視察しました。全
体的に地震に対する耐久度不足、施設の老朽
化がみられ、計画的な修理・改善の必要を感
じました。

文教厚生常任委員会協議会を開催
　３月９日（木）学務課より各小学校で実施
した小学校適正規模・適正配置方針の住民説
明会の状況説明を受け、意見交換を行ないま
した。

上里町の物流拠点倉庫を視察
　２月21日（火）に、
児玉郡市内の議会議
員合同で、大和ハウ
スプロパティマネジ
メント㈱を視察。
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